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	１．評価の目的
	本事業における個別の大学評価は、進捗管理と研究力向上のために必要な指導・助言を展開することを目的に実施する。中間評価においては、特に支援期間終了時までの見通しを総合的に評価し助言を行うことで、採択大学のビジョン実現の推進に資することを目的とする。
	２．評価の方法
	中間評価では、各大学のロードマップやアウトプット及びアウトカムの測定指標に照らして、本事業に採択された大学における「大学ビジョン」達成に向けた取組の進捗について、書面報告及び採択大学の学長からのヒアリングを通して把握・確認した情報その他振興会の把握した情報等に基づき、総合的に評価を行う。
	評価基準及び評価方法の詳細については、振興会において評価要領を作成し、示すこととする。その際、「令和５年度「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業」審査要領」（令和５年５月26日、地域中核・特色ある研究大学の振興に係る事業推進委員会決定）及び「令和６年度「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業」審査要領」（令和６年７月22日、地域中核・特色ある研究大学の振興に係る事業推進委員会決定）に示す「Ⅲ．審査に当たっての観点」を踏まえるとともに、制度骨子に規定する「評価結果によって事業を中止する場合」の条...
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